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棚底地区振興会

 
平
成
２
９
年
度
倉
岳
地
区
公

民
館
講
座
の
開
講
式
並
び
に
親

学
講
座
が
、
６
月
４
日
（
日
）
鶴
戸

市
議
外
９
名
の
ご
来
賓
を
お
招

き
し
て
倉
岳
多
目
的
研
修
集
会

施
設
で
開
催
さ
れ
た
。
 

 
ま
ず
初
め
に
木
村
公
民
館
長

よ
り
「
昨
年
度
の
講
座
の
実
績
や

４
つ
の
心
」
な
ど
主
催
者
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
続
い
て
石
井
教
育

長
が
「
倉
岳
地
区
公
民
館
は
、
天

草
市
の
他
の
９
公
民
館
に
比
べ

て
先
進
的
な
取
り
組
み
さ
れ
て

い
る
」
な
ど
紹
介
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
来
賓
の
鶴
戸
市
議
は
「
本
日

の
親
学
講
座
が
受
講
生
に
と
っ

て
実
り
が
多
く
、
併
せ
て
公
民

館
活
動
が
倉
岳
の
発
展
に
寄
与

し
て
頂
く
よ
う
願
う
」
趣
旨
の
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
 

 
「
親
学
講
座
」
は
、
勇
志
国
際

高
校
の
野
田
校
長
先
生
が
今
回

で
２
回
目
の
ご
講
演
だ
っ
た
。
 

 
御
所
浦
町
牧
島
小
跡
に
開
校

し
て
今
年
で
１
３
年
目
。
開
学

当
初
１
１
４
名
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
８
年
目
で
１
０
０
０
名
、
最

近
は
１
３
０
０
名
超
で
推
移
す

る
成
長
著
し
い
学
校
で
あ
る
。
 

 
「
生
徒
一
人
一
人
に
光
を
当

て
る
教
育
」
と
い
う
演
題
で
い

く
つ
か
の
事
例
を
挙
げ
な
が
ら

不
登
校
や
閉
じ
こ
も
り
の
生
徒

が
ス
ク
ー
リ
ン
グ
な
ど
を
通
じ

て
自
信
を
取
り
戻
し
、
親
子
の

絆
が
結
ば
れ
る
過
程
を
情
熱
を

込
め
て
お
話
い
た
だ
い
た
。
 

野田校長（写真）小・中・
高保護者は是非一度は
聞いて欲しい講演だった 

 
６
月
１
８
日
（
日
）
天
高
倉

校
の
第
２
０
回
マ
リ
ン
フ
ェ

ス
タ
が
え
び
す
ビ
ー
チ
で
開

催
さ
れ
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で

モ
ー
タ
ー
パ
ラ
が
空
か
ら
大

会
を
盛
り
上
げ
た
。
 

 
競
技
は
、
全
校
生
徒
６
９

人
が
赤
青
に
分
か
れ
て
い
ざ

出
航
（
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
）
や
倉

岳

X

ア
ス
ロ
ン
、
綱
引
き
、

魚
つ
か
み
捕
り
な
ど
ユ
ニ
ー

ク
な
種
目
に
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
た
。
 

 
ビ
ー
チ
で
の
珍
し
い
イ
ベ

ン
ト
は
注
目
度
も
高
く
、
生

徒
た
ち
の
溌
溂
と
し
た
一
挙

手
一
投
足
に
観
覧
席
か
ら
も

拍
手
喝
采
だ
っ
た
。
 

も
っ
と
、
も
っ
と
、
ほ
と

も
っ
と
ー
今
日
の
赤
団

（
青
団
）
絶
好
調
！
 

アナゴを捕まえたぞー 

パドルがバトン代り＝リレー 

倉岳Xアスロン＝風船がパラ 

女子ダブルスカルの決勝 

全生徒×保護者・教職員など 

木村公民館長のあいさつ 



　人口動静
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棚　底

５月末 ４月末

696（0）

世　帯　数 人　　口

1,114(-1)

合　計 1,229 1,231(+2)

宮　田 458

482

289浦 290(+1)

４月末 ５月末

696

2,870 2,872（+2）

481(-1) 1,115

1,059460(+2) 1,062（+3）

主な行事予定 

              ７月 ６日（木）公民館全体講座     ７月 ９日（日）棚底城跡草刈作業     ７月１６日（日）Ｘアスロン大会     ７月２０日（木）防犯パトロール     ７月３０日（日）世代間交流事業        （予定のため変更になる場合あり）          

棚
底
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１
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自分がすき 

 
棚
底
城
跡
で
は
数
多
く
の
焼
物

の
破
片
が
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
時

と
し
て
ご
く
小
さ
な
破
片
が
、
新
た

な
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
そ
ん
な
事
例
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
 

 
写
真
①
の
破
片
は
２
㎝
大
の
小
片

で
、
Ⅰ
郭
城
主
館
跡
の
柱
穴
か
ら
出

土
し
ま
し
た
。
完
全
な
形
で
あ
れ
ば

写
真
②
の
よ
う
に
な
り
、
鎌
倉
時
代

の
「
合
子
」
と
呼
ば
れ
る
コ
ン
パ
ク
ト

ケ
ー
ス
の
蓋
で
す
。
な
ぜ
鎌
倉
時
代

の
焼
物
が
、
戦
国
時
代
の
棚
底
城
跡

か
ら
出
土
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
は

長
く
不
明
の
ま
ま
で
し
た
。
 

 
棚
底
城
Ⅰ
郭
か
ら
は
、
風
炉
な
ど

多
数
の
茶
道
具
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

改
め
て
棚
底
城
で
の
茶
の
湯
を
考
え

た
時
に
、
こ
の
合
子
の
使
い
道
が
分

か
り
ま
し
た
。
茶
の
湯
で
は
客
人
を

招
く
際
に
、
事
前
に
茶
室
に
お
香
を

焚
き
、
心
地
よ
い
空
間
を
演
出
し
ま

す
。
こ
の
時
に
お
香
を
入
れ
る
ケ
ー

ス
が
香
合
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
合
子
は
、
香
合
と
し
て
、
そ
れ
も

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
も
の
と
し
て
重
宝

さ
れ
た
わ
け
で
す
。
香
合
は
、
写
真
③

の
掛
け
軸
右
下
の
と
お
り
、
通
常
は

床
の
間
に
飾
ら
れ
、
来
客
の
際
に
使

用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
城
主

館
の
茶
の
湯
空
間
に
は
、
器
物
を
飾

る
床
や
棚
が
設
け
ら
れ
て
い
た
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

 
こ
の
遺
物
は
支
所
の
ロ
ビ
ー
に
展

示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご

覧
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
（
天
草
市
文
化
課
 
中
山
）
 

 倉小の運動会が５月２８日（日）快

晴の中、実施された。 

 全校児童１１９人と年々減少傾向に

ある中で６年生を中心に今年のテー

マ「自分がすき」「学校がすき」「倉岳

がすき」～笑顔かがやく運動会～を

目標に元気はつらつと躍動していた。 

 中でも、１年生は入学して２ヶ月足ら

ずですっかり逞しくなり徒歩や巧緻競

走、リレーに懸命に頑張っていた。ま

た、６年生はみんなの心に残る運動

会を演出しようと応援合戦など工夫を

凝らして下級生をリードしていた。 

 学校、保護者、地域が一体となり、

児童生徒一人一人が輝いた素晴らし

い運動会だった。 

 
４
日
（
日
）
町
内
一
斉
に
一
日
一
汗
運

動
が
実
施
さ
れ
た
。
 

 
清
掃
活
動
を
通
じ
て
環
境
美
化
へ
の

意
識
付
け
と
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
朝
早
く
か
ら
各
地
区
と
も
空

缶
や
ゴ
ミ
拾
い
、
草
刈
作
業
な
ど
に
汗

を
流
し
た
。
 

 
「
ち
り
も

積
も
れ
ば
山

と
な
る
」
こ

れ
か
ら
も
み

ん
な
で
環
境

美
化
に
心
掛

け
て
き
れ
い

な
郷
土
を

守
っ
て
い
こ

う
。
 

各地区から集まったゴミ 

花壇の除草・剪定をする５区住民 


